




最近の分染法のなかには,培養途中での薬品添加や特殊な培養液の使用を必要とするもの

が増えている。初回の分析の結果に応じて分染法による解析を追加する場合に,未染のプレ

パラートや固定済みの細胞の保存では,充分に対応できないのである。初回の培養が不成功

である場合も同様で,培養可能な生きた細胞の保存が必要である。ただし多数例の分析に際

し全症例に応用するためには,方法が簡単で,高価な試薬や設備を必要とせず,しかも成功

率が高いことが望ましい。今回われわれは,これらの条件を総て満たす凍結保存法の開発に

成功した。 


